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　こらしだ例ぱ旗尋に’ドとまが無いが、これらば三三三星

順わ二三もい’カ＼に卸の入マの協の回忌電

集めく行わ勲ブヒわのであるかを物語って＼・る。

　5・4・三三，班の活動怯．約／2年半に：わたって続：けら’れな。

をねま翻三冠さとしたものぐあった・今回三和％

奔に打ち上げ％れ広第／、考科誉衝星「しんせいわ賂秘7

・年に打ち上げ“られた算3号料導衛星「た入・よう」．は31a旧

き現在もデータ雄り勧ている．なた∫こ栃三脚こ蚤

去履ロケットで一丁．ら上げた罐のいずれも．が’ほぼ所完

の糖野馳しえ・厨るのも三三三図ぐ、二三ゑした

ところ｝こ貫うこと大なるものがある。δ鶉碕兇班は，今回

の斜群星の枝術的基盤懲・いたものといつ噛．濫で

はないつ、

算痴宇宙の実習の端緒
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義．省動豊尾，ドッナラ効果》偏波劾熟二よる墨修誌貨へ

め影響等，移動衝星痔肩の基本浪術の朗発のみならづ朽方
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）こよる蛉寵三三に影とこ菰大｛い沖緬ま／5日

の全日程を無報3凱今回欝止圃ぎ三星三三益勧ぐ

げとなった
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蔦二様痢のる停夢及びレ班7帯トラソスホ。ンダ・スヒσそ

超温の雑湘カメラ略働魁導雛無職群
毒した多冒釣衝星である・

、
～
＝
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　　　〔導真／一2－2　凶アβ／号の写真　ユ

郵政省⑲この謳爪ρ参加獄回し詔7δによるを

稼蜘二織て・リレー衝星三三詰猿の鶏和4／昇／グ

些末には直経3・勿’ ﾌアソチナの劇疹を亮延した6Aτε1

／量闘％簸癩のう厩熱斎で偏舳⑳描
上け三三三三を獣め周回疲馳，ド、回る静、；
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データ伝送などの6ノ薪孟彦薯翁．景象方との姻による

気濠画三文W筆三月×）受虐実験．ノ》ττとのヌ洞の1フC

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク〃基礎一実鹸㌧〃ノヲκとの某同1こよるアV番綻ビ0勿ル｝A／壕

の也原申継．二本航皇の二男搬との1／ノイ戸下野裏繋縛云あ

り，その他．卑二二信に使要な基・礎データの取得ζ各三重

庭方式の開発の励の夷避状行われた、

　Aτ∫2一号ば，三階安定労式として重カイ質斜妄定型を採

用した三星であった民子定の四三重への撞入に矢回し・

長楕円三重で姿勢が定まらないまま．豊廊その他の各種

β／ヲ戸髭平野穀．汐レビカメラ／こよる喋観測等が行わ治た。

しカNレ、データ諏碍鋳蘭が短いこともあり．成県が上らな

カ＼つた一。　　　　　　　　一

　ハτδ3暑では、打上げ『時φ豊町夷毅を行ったが’大悪

遅kの丁丁衛星であったたあ鹿蜘・らiよ圃譲蜘翻いる

ことができなわ＼つ1と・

　珍馳4－3葬〉×後も，47－8計，更1は綾4〒一丸・したガ・銘：和6／

．野冊す留で’御にわたり麗鍋噛四脚徹

た碗、Aτ5彦ヒハブδ2苦のみであった．しかし．

ハτ5／考の多劇こわた蕨象ぱ、我團の衝星孟落下術．

のレベル向上ヒタ大な貢献をしたと．いえるでるろう．

　　　　　　　　　　　　　屠） 奮
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〃）米蜀の軌萱・気象衛星データの受信・利用

　スエ衛星を便って遊旅の外力＼ら気壕観2劉匹行いた＼・とい

　う気’象首右の浮択，賂和3よ昇）ニラ斥固のタイロス（7・／尺0

　51丁零”画1の7乙朋ノエ三惑一疋グ躍ψ砂磁三つ・．1

6滋〃働によって嚇し嵐物後鰍ll三三威〉

賓勢制御枝術の欲求怠ご，磁ざまな努力が重ねられた．

脇お322手’春・に打ち上げ蟻ら取たタイbス8毎は．勧めて、4．

ρア咽無二・滋雨盈滋羅万擁卿繭脇∂表量を搭載し．

衝蓬がらの雲写真力疾緬ぐ気琢子鋼二柔帽で襲たあ，

雑に髄ぐ麺との報告が米動・らな旅た，そして，

応和4／卑dま・詠らの脚半を集約した叢禰知・気象

衝蓬エツ』？（鞠羽1’三珈1ρ三二～6一㌘ξ三一

綴♪が打ち一とげられた。

このよう繊劾もとで，頚回繍等ぐ1鋼戸厳
置の護履践繁み，伽咽・でわ気象研究所が関係方面の協力『

を得て〃ア数置の醗雄ぬ聯卸／｝誓3旨／4蜜ヒ、

ぱエンサ2号からの’最，初の雲門責の受ヂきコニ：成；切し一た。　二の

噸にノ銃三一ツク海躯気動・ら劇旧びた寒冷前線演

毘三二と蛾輔ていた。そ三月彩幻妙“旗の写真が

　　　　　　　　　　　　‘≧の

　受画されるようヒなり・穽旧約5二卯0抵ρ写真三三練

　た．こ液ら機の天気イ報への利用の研交が進むにつれ．

　その：利用度が極，めて高いことがわかワ．・研）三三喀ウ＼ら実’際

　に刑用づ・る誹画が進ン）ち氷た。

　　箔布4三一年9月／日には・気象亜イぎ所（束三都清瀬市）

　）二；柔；務用：、41フ7「’1安画券i置カミ妄ぞ成し，コ＝ッサー、ζ考からの蚤壱

　舘を勲凱た・薙わ＼らの雲写麹まマイワロ回線遮じ

て・鴛贅騨三三三三姻の繊娠露
　祈，子．警報の盗料として用いらセた。

　（2）孝珂応凧技術衛星（刈7一β）．受彦

　　慰磁気象衛星が茉務化されその有劾些が実証酬る

　一方・米厨では瀞止衛星から逝球・を観測レー＼リケーン》

　低回圧などの気琢現・象の衡ヒを連畿的i⊂監檀し、天気矛報

｝・鼻に翻する計郵励ら厩。

　　三和4／年イ21月、ハワイ南方のり叡：置上空1二汀ち上げ＼ら

　れ疋ノ17’β／考：等ぱ，従r来の敦萱気象三星（リテレビ：カメラ

　等と異なり．高解隊度望遽カメラであるrεεご．6（5廊、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　’8・吻・αo編／伽〃砂レ、碇り」を塔黄し．地威の雲画像の

　ミ薯続倉愈、撮最多｝二三著カレノと。

　　6．ε00ぱ籠の／。“rノ・診、のズピン｝（よリ、地家を面

　　　　　　　　　　　　　　6～ク）
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から東に氷平・ノ走査し、また南北1こも二反射鏡の角笈を痩え，る一

三とにより．約20分ぐ20。0本の走蛮をレ∴放の画隊．

を年る．そのたあ静止飢蜘・らでも分解貧器優れぐおり巧

餌像度の高い写真が鉾られた。

我胴でも・…励∬¢繭勲’電回航
の励娯て薫象繊所於受イ計鵡した，　　1

　ハ7一β）こよる気一象観測の域果の主なもの底熱帯低気丘：

尊の気象じょろ乱の動向の連続的三三に画矧葡な威力を示：

したこと．また連続的に最物した雲画像を）穐・，雲の移動

雄鶴ることによリ．熱婿海洋上辱の気塚観測データの、

少胤礎域での上層風が椎衰できることを実証したごと∴

ね：どが’あげられる。　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　、

この訂8による惣町嫉竣の成刻（よリ1糊｝謙・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》
平坦瀞瞬下部として，ε〃5／0匠δ（5解一

三η競姶％・”瞬三二ノε擁震／

θ磁痴7吻ξ一・娩～　五加幼刀微舜ノ1
議魏）燗楽購浮レ．さら陀願象糊（岬i

・）と冒薦縫絵議q¢β“）朕司して三二矧1

発計画（砲即・畷ひ44β殉露・ノと尺廠威｝

島三三姻を糎，づろ至つか｛ジとなった。’ @　ぼ
　　　　　　　　　　　　　◎8）　　　　　．　　　・　．　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i一

3　測　　地

　　陸上と海上の別を厨わす’，彪威表廊上の各地薫の位置痴

　僚三炭．二二∫る測雌測量に、二，：重娃な地図及・び海鷲乍」戎の基本1

でおる洞即こ．各漫の土縫表鞍．糞漂暇．防禦

壌蘇全）三蘭する調登’漏壷絃ビ鎌⑩馳二上の

濡動をぱびめ陣忌物建勲海洋物理導などの誌嘗虚心究

　の二二『に，おいて、一も反こ婁ヒ・なるイ立遣座：標1こづk＼ての正虚一で・盗

　頼づDベトき顔ン料を働笑サるもめで・ある。今導，　ぺ幾め三三鏡

域力ぐ広がワ，三二術研究斌進展するk伴い．位置）こ記する

回報ゐ・より三舞剛二わたってより園山杢が婁乗歪れるよ

　：うになってきており、隔地測量あ授劃は、記す著す重，張芝

液てきてく＼る。

　　しむ＼レ．従うKの演～量マ方法ば．2劉量規：漠が：蕎々』数十κ刀～て㌦

　このような・ト規模な測量を三角形の高め冒のよら）二繋ぎ合

わせた三動網あるkkは測地嗣を・立置茨是の骨組としている

う釦こ．鉛亘線礪熱血気の影響による誤差を除くことが

でさ葱いたみ，釈い．範囲でコま三三喪が高いもののパ二百～＜例

〉肱も勧た地魚雷こなると，その間の潔隆羨達が累積し

ζ・瀕綱とにや三三至尽灘を嵐ナることに三三

ヵぐ躯下してしまう．ま之．測量規模状・）・さいために、海洋

　　　　　　　　　　　　　で2ジ『♪



　　　エほ
　憂医く三一く／と離i為などぱ測地約1こ結合・…ナることか：・不司一籠で

あり・その位置を靴と恥測地秦で託話するこヒは戯

ない・さらに・載力ぐ闘における、渕遷：の且ぐ発煮として渓ゐら

れている日本測地二三9位置域，鈷直線備差の影響のたあ

世界細現て回忌三民二薮畜ガ～の妻差があり．したカぐっ・（

二三の位翻ぐそれだけ琳く㌧・眩いわれくいる．　／

このように・従来ρ測量方法は，広域貢鮪測量に対してば

礁が不＋分であ働・，おるいは全く冒的を蟄鶴曲

ので」5みたあ’，広玖’的｝二高精度な測量力ぐ可能な方法め三三

が礎され骸の方法として砿縦を濾する以テ

40確えられるようになった。

焔和32乳漣のスフ・一トニ出漁げ・域幼とともに．

遣堺・各冒で入工衛星の測地分野への痢｝刑こついて研交が斤

われ我姻におい噛，鐵・翻上勉煙院海蛛今回》

・三三鯨欝二二詠よって研蛎船錬るよ・i

コになった・三部3年巨除舶研究の頒としそ．票

款鵡に＊融癒し繭難廟の大型ンユミ↓ドカ

メラ状三三れ’衝星の執直次駅せ尉憶測地網結合の研

案に麟することになつ島衝妬心萱乏天体博の禁転、

．によって回して・嫉姪繍形磁鞭％蕨にお；

　　　　　　　　　　　　　ぐ♪・♪　　　　　　　　　、　　　・　　l
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